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中富良野町立宇文小学校 

令和元年８月３１日作成  



「中富良野町立宇文小学校」における洪水時の避難確保計画 

 

１ 計画の目的  

この計画は，水防法第15条の３第１項に基づくものであり，「中富良野町立宇文小学校」に勤務

又は利用する全ての者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目的とする。 

 

２ 計画の適用範囲  

この計画は，「中富良野町立宇文小学校」に勤務又は利用する全ての者に適用するものとする。  

 

３ 防災体制    

 

 体制確立の判断時期 活動内容 対応要員 

注

意

体

制 

▪ 洪水注意報発表（警戒レベル２） 

▪ 氾濫注意情報発表 

・ 富良野川 

（富良野１６号線橋水位観測所） 

・ ヌッカクシ富良野川 

（ヌッカクシ５号橋水位観測所） 

▪ 洪水予報等の情報収集 栗原主税（教頭） 

警

戒

体

制 

▪ 避難準備，高齢者等避難開始の発令

（警戒レベル３） 

▪ 洪水警報発表 

▪ 氾濫警戒情報発表 等 

・ 富良野川 

（富良野１６号線橋水位観測所） 

・ ヌッカクシ富良野川 

（ヌッカクシ５号橋水位観測所） 

▪ 洪水予報等の情報収集 栗原主税（教頭） 

▪ 使用する資器材の準備  
齊藤英俊 

竹元 彩 

▪ 保護者への事前連絡  栗原主税（教頭） 

▪ 周辺住民への事前協力依頼  栗原主税（教頭） 

▪ 児童の避難準備 各担任 

▪ 特別支援児童の避難準備 
髙見直広 

仙庭裕美 

非

常

体

制 

▪ 避難勧告又は避難指示（緊急）の発

令（警戒レベル４） 

▪ 氾濫危険情報発表  等 

・ 富良野川 

（富良野１６号線橋水位観測所） 

・ ヌッカクシ富良野川 

（ヌッカクシ５号橋水位観測所） 

▪全体の避難誘導 栗原主税（教頭） 



【用語の解説】 

※ 気象業務法に基づく特別警報には，洪水に関する特別警報は定められていない。 

 

氾濫情報の種類 発表基準 
市町村・住民・要配慮者に 

求められる行動 

氾濫注意情報 

当該河川の観測所の水位が氾濫注意水位

（水防団の出動の目安としてあらかじめ定

められた水位）に到達し，さらに水位の上

昇が見込まれる場合 

氾濫の発生に対する注意を求

める段階 

氾濫警戒情報 

【洪水予報】  

当該河川水位観測所の水位が一定時間後

に氾濫危険水位（市町村長の避難勧告等の

発令判断の目安としてあらかじめ定められ

た水位）に到達が見込まれる場合，あるい

は避難判断水位（市町村長の避難準備・高

齢者等避難開始の発表判断の目安としてあ

らかじめ定められた水位）に到達し，さら

に水位の上昇が見込まれる場合  

【水位到達情報】  

当該河川の水位観測所の水位が避難判断

水位に到達した場合 

避難準備などの氾濫発生に対

する警戒を求める段階 

氾濫危険情報 

当該河川の水位が氾濫危険水位（市町村

長の避難勧告等の発令判断の目安としてあ

らかじめ定められた水位）に到達 

いつ氾濫してもおかしくない

状態 

避難等の氾濫発生に対する対

応を求める段階 

 

 

  

警報・注意報の種類 発表基準 

洪水注意報 
大雨，長雨，融雪などにより河川が増水し，災害が発生するおそれが

あると予想したとき 

洪水警報 
大雨，長雨，融雪などにより河川が増水し，重大な災害が発生するお

それがあると予想したとき 



４ 情報収集及び伝達  

(1) 情報収集  

収集する主な情報及び収集方法は，以下のとおりとする。  

◆停電時は，ラジオ，タブレット，携帯電話を活用して情報を収集するものとし，これに備えて，

乾電池，バッテリー等を備蓄する。 

◆提供される情報に加えて，雨の降り方，学校周辺の水路や道路の状況，斜面に危険な前兆が無い

か，校内の異常個所等の確認を行う。  

(2) 情報伝達  

◆気象情報，洪水予報等の情報を教職員，保護者，町教育委員会で共有する。  

◆児童を避難させる可能性がある場合 

・「保護者電話連絡網，町コミメール（以下，緊急連絡網）」等に基づき，保護者に対し，「開

所連絡がきた避難場所へ避難する可能性がある」旨を連絡する。  

◆児童を避難させる場合 

・町教育委員会に「これより開所避難場所に避難する。」などを連絡する。  

・保護者に対し，「開所避難場所へ避難する。児童引き渡しは避難場所において行う。児童引き

渡し開始については，追って連絡する。」など必要な連絡をする。 

◆避難の完了後 

・町教育委員会に，町に避難が完了した旨を連絡する。  

・保護者に対し，避難が完了し，児童の引き渡しが行えるようになったことを連絡する。  

 

 

 

収集する情報 収集方法 

気象情報 テレビ，ラジオ，インターネット（気象庁のウェブサイト等） 

洪水予報，水位到達情報 
インターネット（国土交通省川の防災情報，町ウェブサイト等），

町からの電話連絡 

避難準備・高齢者等避難開始 

避難勧告 

避難指示（緊急） 

防災行政無線，テレビ，ラジオ，インターネット（町ウェブサイ

ト），緊急速報メール 等 

 

【連携機関】 

・中富良野町役場総務課 0167-44-2122 

・中富良野町教育委員会 0167-44-2204   

・消防中富良野支署   0167-44-2119 

・中富良野駐在所    0167-44-2110 



５ 避難誘導  

(1)避難場所  

◆避難場所は，開所連絡がきた避難場所とする。  

◆周辺の浸水の状況や児童の健康状態等により上記避難場所への避難が困難な場合には，一時避難

場所として校舎２階へ避難し，屋内安全確保を図るものとする。  

(2)避難経路  

◆避難場所までの避難経路については，状況等に応じて開所連絡がきた避難場所までとする。  

(3)避難誘導方法  

◆避難場所に誘導するときは，開所連絡がきた避難場所までの順路，道路状況について説明する。  

◆避難する際は，災害状況に合わせた避難方法とする。（徒歩等）  

◆避難誘導にあたっては拡声器（メガホン）等を活用し，先頭と最後尾に職員を配置する。  

◆避難誘導員は，誘導ポールを携行し，避難ルートや側溝等の危険箇所を指示する。  

◆避難する際には，ブレーカーの遮断，ガスの元栓の閉鎖等を行う。  

◆学校からの退出が概ね完了した時点において，未避難者の有無について確認する。 

 

６ 避難の確保を図るための施設の整備  

◆情報収集・伝達及び避難誘導の際に使用する施設及び資器材については，下表「避難確保資器材

等一覧」に示すとおりである。  

◆これらの資器材等については，日頃からその維持管理に努めるものとする。  

 

避難確保資器材等一覧※ 

 

７ 防災教育及び訓練の実施  

◆毎年４月に職員研修を実施する。  

◆毎年９月に全職員，児童を対象として情報収集・伝達及び避難誘導に関する訓練を実施する。 

 

活動の区分 使用する設備又は資器材 

情報収集・伝達 
テレビ，ラジオ，タブレット，ファックス，携帯電話，懐中電灯，電池， 

携帯電話用バッテリー 等 

避難誘導 
名簿（児童，教職員），誘導ポール，タブレット，携帯電話，懐中電灯， 

拡声器（メガホン），懐中電灯，電池，携帯電話バッテリー， 


